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携帯電話用Low-First e･Learning Systemの

教材作成･管理用Author青ng Systemの開発

水野　りか､松尾　崇史

1序論

携帯電話を利用した調査を簡単に作成･実施するこ

とのできるAuthoring Systemについては､別稿で報

告した(水野･松尾, 2008)0

本稿では筆者らが開発した､心理学科のパソコンと

携帯電話の双方で利用できるLow-FiTSt方式の

e-Learning Systemの教材を､教員がより簡単に作成

できるAuthoring Systemを紹介する｡

H Low-First方式とは

Low-First方式とは､ MigunO (2000)が認知心理

学的知見(e息,水野, 1998乱, 1998も, 2001)に基づい

て考案した効果的･効率的な分散学習方式である｡

分散学習とは､ある程度の間隔をはさんで学習させ

る方法であり､これに対し集中学習とは､間隔をはさ

まずに学習させる方法である｡一般に､分散学習は集

中学習に比べて効果的であることが知られており､こ

の効果は分散効果と呼ばれる｡

分散効果が生じる原因は､記憶の再活性化畳にある

(水野, 1998a)｡したがって､記憶の再活性化量を最

大にする間隔で分散学習を行えば､記憶の定着率が最

も高くなる｡そうした分散学習を実現するための原理

が､以下の3原理である｡

原理1.並べ替えの原理　学習が不十分な項目の記

憶活性度は減衰が早い(水野, 1998b)｡したがって､

そうした項目ほど早く反復学習する必要がある｡例え

ば､ A, ち, C, D, Eの5項目を繰り返し学習する場合､

2回目もこの順序で繰り返すのではなく､再生できな

かった項目が先に呈示されるよう再生率の低い順に並

べ替えれば､学習効果が高くなる｡

原理2.除外の原理　記憶の再活性化畳と再生率は

ロジスティック相関をする(水野, 2001)｡つまり､

必要以上に再活性化量が増えても再生率は天井効果を

示す｡よって､再生率が基準値を上回った項目を学習

項目から除外して無駄な反復学習を除外し､学習効率

を高める｡

原理3.誤答数上限の原理　あまりにも反復学習の

間隔が長いと記憶の再活性化が不可能となる(水野,

2001)｡これは､特に学習が不十分な項目数が多い場

合に致命的な結果をもたらすQ　よって､ 1セッション

(表1参照)の誤答数に上限を設け､ 1セッション内

に学習が不十分な項目数が多くなりすぎぬよう制御す

る｡

これら3原理からなる分散学習方式が､ Low-First

方式であるo　このLow-First方式で10項目を学習した

際の学習過程の例を､表1に掲げておく｡

1.2　心理学科のe-Learning System

Low-First方式は､機械的学習を､個人に最適な順

序･ペースで効果的･効率的に行うための学習方式で

あり､コンピュータ制御の個人学習に最も適しているo

そこで筆者は､この方式を英単語､難読文字､プログ

ラミング言語､心理学用語等の様々な教材のCAIや

e-Learning Systemに適用し､その効果･効率が高

いことや学習者へのやる気を促進すること(水野,

2002a)､そして､その効果が長期的に持続すること

蓑l Low-First方式による学習過程の例

セッション 俘�mｩMHﾘb�劔劔�.h麌���1 �"�3 釘�5 澱�7 唐�9 ����

セッション1 ���0 ���0 �� �� �� ��#3B�

セッション2 ���1 ���1 ���0 �� �� ��#3CSb�

セッション3 ���1 ���1 ���1 ���0 ���0 ��3Sc#3sン���

セッション4 ��� ��� ���1 ���1 ���0 ��3Scsン���

セッション5 �� �� �� ���1 ���1 都��ヲ�

セッション6 �� �� �� ��� ��1 都���

セッション7 �� �� �� ��� �� 途�

注)pn-∑2-'乃-i.1'pi≧0.75で除外但し,Rn:凋目のセッション後のある項目の加重累積再生率 〟:現セッションの回数 

誤答上限4　　　　　　　　　　　pJ･:i回目のセッションのある項目の正誤(1 / 0, 1≦)･≦n)
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(水野, 2002b)等を数多くの学習実験･実践で確認し

てきた(詳細は水野(2003)を参照されたい)｡そし

てその上で､心理学科の各専門科目の重要用語の学習

用のLow-First e-Learning Systemを構築し､教育

実践で利用し､その効果や学生評価の高さを確認して

きた(水野, 2005)0

1.3　学習媒体としての携帯電話の有効性

e-Learning Sytemは無論､インターネットに接続

できるPCでしか利用することができない｡しかし､

自宅に固定電話を引いている学生が減少したためか､

自宅でインターネットが利用できる学生の比率は過去

2 ･ 3年でさほど上昇せず､自宅での自習利用率が伸

び悩んだ｡

これに対し､ここ2､ 3年の学生の携帯電話の所有

率は98%前後と極めて高くなってきた(水野･松尾,

2008)｡その携帯電話でe-Leaning Systemを利用す

ることができれば､ほぼすべての学生が自宅で

e-Learningを利用することができることになる｡

そこで筆者らは､ 2006年度に従来のPC用の

e-Learning SystemをNTTdocomoのiアプリ　と

Vodaphone (現SoftBank)のⅤアプリに移植して学

生の評価アンケートを実施したところ､これらが学生

に極めて好評であることがわかった(水野, 2006;水

野･松尾, 2006a, 2006b)｡そこで､ 2007年度には､

機種依存のアプリではなく､ SoftBank､ au by XDDT

でも利用できるHTMLとcgiで書かれたe-Learning

Systemを新たに開発し､心理学科のe-Leaning

Systemをすべての携帯機種で利用できるようにした｡

そして､これについても学生評価アンケ-トを実施し

たところ､その学生評価は極めて高いことがわかった

(水野･松尾, 2007)0

2　問題と目的

2.1教員の手間

学生に好評な携帯電話用e-Learning Systemであ

るが､教員には負担が多い｡教材はテキスト･ファイ

ルで作成するだけなので比較的簡単ではあるが､それ

をe-Learning Systemに組み込むためには､教材ファ

イルだけでなく､教材の保存箇所や科目名､単元名な

どを指定した参照用ファイルを別途作成してもらい､

それらを適切な箇所にアップロードしてもらう必要が

あった｡それが難しい場合は教育技術員に依頼しても

らうこともできるが､それは煩雑で､かつ､過去にど

のような問題を作成したかもすぐにはわからないため､

一度1つの科目の問題を作成すると単元を追加する教

員は少なかった｡また､教育技術員に依潤してアップ

ロードしてきた教員の場合は､過去の問題を少し変更

したい場合でもいちいち教育技術員に頼まねばならず､

それが面倒なためか､教材の内容を更新する教員も少

なかった｡

2.2　本研究の目的

本研究では､各教員が携帯電話用e-Learning教材を

簡単に作成することができるだけでなく､過去にどの

ような問題を作成したかが簡単に把握でき､修正も

容易に施すことのできる教材作成･管理用

Authoring Systemを開発するものとした｡

また､従来のe-Learning Systemの回答方式は記

入式のものだけであったが､今回は､ 1)携帯電話で

の入力を簡便化する､ 2)平成20年度より開始された

心理学関係の学会39団体が加盟する日本心理学諸学会

連合の実施する4択式の｢心理学検定｣に準ずるため､

多肢選択式(2肢以上いくつでも)も選択できる､よ

り柔軟なe-Leaning Systemを開発するものとした｡

なお､本e-Leamingは携帯電話での利用を想定し

てはいるが､ PCでも利用することができる｡

3　Authoring System

3,1概要

各教員に専用のe-Learning教材用ディレクトリを

設ける｡ブラウザでAuthoring Systemにアクセスし､

そこに記載された教材に関する指定事項を入力しさえ

すれば､必要なファイルがすべて作成されて適切な箇

所に保存され､即座にe-Learning Systemにその教

材が組み込まれるようした｡

3.2　詳細

1ログイン

まず､ユーザ登録依願を教育技術員にメールし､

Authroing SystemのURL (http://psy.isc.chubu.ac.

jp/-rune/cgLbin/elearning_system/ediLsystem/)

とユーザー名とパスワードを受理してもらうo

その上で､ e-Learning Authoring System　にア

クセスすると､ユーザ名とパスワード入力を求められ

るので､受理したTDとパスワードを入力するo

図1　ログイン画面
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2　初期画面

図2に示す､初期画面が呈示される｡初期画面には､

1.問題作成､ 2. e-Learning画面確認､ 3. e-

LearningのURL､ 4 , e-Leaming記録の4項目があ

る｡
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図2　初期画面

1)問題作成　このシステムでは､ 1単元10問の反

復学習を基本とする｡したがって､図2の中の表に示

されているように､まず､科目を決め､その下に単元

を設定し､その後､その単元の問題を10問作成すると

いう手順をとる｡

科目を作成するには､図3の｢科目追加｣をクリッ

クして科目を記入する｡記入したら必ず｢保存｣をク

リックして科目名を保存する｡

科目名

国華寧=j歴匿い保割をクリックすると単元編集できます｡
圃
t科目測り

図3　科目名の入力と保存

すると､図4のように｢単元作成･編集｣ボタンが

現れるので､これをクリックする｡
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科目名

計的甥学　　　匝寧〕

濫巳

t科目追加】

単元作成･編集

図4　単元作成･編集ボタン

すると､図5の単元作成･編集画面が表示されるの

で､ ｢単元追加｣をクリックする｡

77イJKD　絹集W　来瑚　白熱こ入り(A)ツーJHD NけW JtqP

m, 7 14) rd-h-I編蒜元/&応I;㌫ふ.がt珊加■l_qst¶触ql V旧槻

r科El ;認知心理学｣の単元作成･顧蕪

4単元をiE加す引=l乱　r単元ia加,Iボタンを押してください.

T Jy売名テキストフィーJLげを入力した物が半売名となります｡ (単元名にはT,J考使
用出求ません, )
8順串入れ替え才､ r上へJ rTへJボタンでrTつてください.

+単元のm詞をT.1韻文と回等0入れ考え出来るようにするには､ (貢駅間粗等)入れ替

え欄をrありj　としでください
t変更を講究するには､ r保存Jボタンをクリックしてください.

+単元革に仰視)0問を設定します｡ r糊那月朱Jボタンで,何科を段荒します.

+確定されていない筆先OTT.1祖lま､作成出来ません.

T rFJ矧まr削除1ボタンで特17てください｡

･削矧まr保存Jボタンに関係なく､印風こ実行されますので､注兼してください.
･碍定されていない項目は､ブラウザを開L;たり僧0ページへ搾ると,消えてしまいま
すので､注意してください.

ft.目名#売名反tE

t単元名加l

圃し朋維熊膿古l

図5　単元作成･編集画面

図6が表示されたら､単元名の空欄に､単元名を記

入する｡その横の｢反転｣とは､日本語を問題､英語

を回答とする場合のように､これを反転させて英語を

問題､日本語を回答にしてもいいような問題を作成す

るか否かを問うもので､そのような問題でない場合は､

｢なし｣を選択しておけばよい｡

科目名　　　等売名　　　反転

漂弥ほ苧｢二二二二コ匝ヨ圏保存すると問同を作成出来ます｡

L~~~再議由] ]

〔璽司l科目絹兼に戻る　_1

図6　単元名入力画面

その上で､ ｢保存｣をクリックすると､図7のよう

に､ ｢問題作成･編集｣ボタンが表示されるので､こ

れをクリックする｡

科目名　　　単元名　　　反転

認知心理学射幸感覚と法要　匝≡〕圃野　口勺日日　･チロ

L単元湖D I

L墜到1科目編集に戻るl

図7　表示される問題作成･編集ボタン

図8が問題作成･編集の初期画面である｡

上部の図9の部分に1を入力して設定ボタンをクリッ

クすると､この初期画面と同様､問題と解答の空欄が

1つずつ表示され､解答を記述する形式の作成画面と

なる｡
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･Mt=2･.如ftpJjp諒i;垂蕪奉率重奏垂垂垂二二二____ }個梓肋

r科目:悪恥理学｣ r単元=弟1車感覚と注意｣の同署作成･密集
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+ 2以上の数字を入力してri重文,)ボタンを押と､入力取分の謂択頂Elが布も溜択間組と

なります◆
t Iを入力してI設定Jボタン朝甲と､記述式の開祖となります｡
T矧こ泊定評み0閏nについて､妃述式から選択式に切り替えると､点字等は削除されま
す◆潤沢式から記述式に切り替えた唱合､全て0解答が1になります｡

r_1二｣匪〕

開票･蘇苦入力

t maとその朋等を入力してください●
+悶愚と解答に, r;｣と　rl　を使用することはできません◆

▼絹兼が終了したらr保存Jボタンを押してください.押さないでページを特効すると
保有してい141,1絹兼措黒が失われます◆

;司次式の漣棄

t那寄0最初0入力欄(青色)が正邪となり､それJd外(赤色)は､不王那となります●
)選択膿の表示淵は､ランダムで入れ替わります●

g_詳戎0甥含巾洋食

f受印考は､解等]=入力した文字列と全く同じ文字列を入力tJないと正J亨出来ません●

図8　問題記入･編集画面

匡:コ匪〕

図9　選択式･記述式問題設定欄

2以上の数字を入力して設定ボタンをクリックする

と､その数だけ解答記述欄が増える｡ 4に設定した場

合が図10である｡最初の青地の解答記述欄には正答を､

後の解答記述欄には誤りの選択肢を記述する｡学習の

際は､これらの順番がランダムに変わるよう設定し､

｢何番目が正解｣という覚え方ができないようにした｡

10問の問題と各々の解答を記入し終えたら｢保存｣を

クリックする｡その上で､別の単元の問題を　作成し

たければ｢単元編集へ戻る｣を､初期画面に戻りた

ければ(科目編集もここから可能)､ ｢初期画面(科目

編集)に戻る｣をクリックする｡
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+ 2以上の執事を入力してT的定)ボタンを沖と､入力数分の遇班項目がある選挟間規と
なります｡
f lを入力してT約定lボタンを神と､記述式のP.1粗となります｡

■矧こ設定済み0間軌=ついて､記述式から箱状式に切り替えると､解答は削除きれま
す●潤沢式から妃荘式に切り守えた堵合､全てOA亨等が1になります●

虹｣ 〔堅〕

同遭.尿管入力

+開祖とその朋等を入力してください●
+間組と解答に､ r;｣とrJを使用することはできません.

+絹集が終了したらr保存｣ボタンを押してください｡押さないでページを指勤すると
保存していない勇吉集結果が失われます.

請次式0漣寿

t解等の最初0人力欄(常色)が正A宇となり､それ以外(赤色)は､不正解となります｡

■濁釈放の表示順1才､ランダムで入れ替わります◆

記護式の環舌の注意

t東和者は､ J字等1:入力した文字列と全く同t;文字列を入力しないと正邪出来ません.

l■iiiii i　　薗-　　　　　i

｢　　　　　　　｢　　~~~~　　　　　｢　　　　　~　　　｢　　~~~~

｢　　　　　~　　　　　｢　　　　　TT`

｢-面-iiiiiiiiiiiiii -

図10　4択式の問題記入･編集画面

2) a-Learning画面確認　図2の初期画面に戻っ

たら､ e-Learning画面確認の｢実行｣をクリックす

ると､実際のe-Learning画面がブラウザ上に現れる

ので､入力していけば､動作を確認してくことができ

る｡図11が記述式の場合の画面で､ 4択式の画面は図

11と異なるもののみ図12に示してある｡

3) e-LearningのURL　図2の初期画面のe-

LearningのURLに表示されているURLが､作成した

e-LeamingへのアクセスURLである｡最初､図11の

一番上に示した学籍番号入力画面が表示され､その後､

その教員が作成したすべての科目･単元が表示され､

学生はそこから選んで学習する｡

このURLを､ 1)直接学生の携帯メールに書いて

送付したり､ 2)各教員のWebページにQRコード

(四角のバーコードで､ http://qr.quel.jp/form_bsc_

url.phpなど､ QRコードを簡単に作成できるサイトが
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▼TE'la▼

1脚寺陀極打訂夏時間保持する記憶のことで,情絹はおおよそ1秒以内l3月失するとされる.

葡=}
】

ロロロロロロロロロロ

フアイ)lQ) ji栂　表示:沙　お柑uW　ツー)冊　へJけ(抄

▼慨テスト▼

1.鮒前駆極めて短時間保持する記憶のことで.情矧まおおよそ1秒以内(コ肖失するとき
れる｡

長表野表(m=沖,M,)の零か勝軒,約,秒肌3映閃ことを明
らかにした人物(宍語)

蒜表那手酷舛T_庇に手桔す繰件.方法のCt.

品書取ー弼相告する帥方法の;a.

蒜椙意的渦こと.

蒜表品. E. Bmdbe鴫19,抑昌弧注削大知情伽中から加鯛で処
理されるべきものをふるい籍とす棚青駅とする理論.

転義義緋盟瑞摺譜㌢-た--すの
旨這表表｡h耶岬抑軌注鮒謂界が糾,その脚洞己分執る
のだとする理詣.

蒜蒜り(D. A N.man a ｡. Q a.hmw..,75別紙注郁稜々の蜘耶
業への溝源の配分だとする説｡

忘蒜主意味かた,英独つ絹伽処即軌反応閥が如る瀬
のこと(効果以外は英語で).

ド_ ..__ ｣

巨頭

図11 81L閑rnung画面確認:記述式
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フTlJtlD　耶　未完(沙　お熱こ入りtD pJ-JHか　～けW 3.+
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I惑鮒耶蕗極めて鱈時間保持する記隆のことで.憎矧きおおよそ1秒以内13肖尭すると
ぎれる.

0長期妃坦
O桝妃位
○仲買妃位
0惑党妃但

.-,.;t'Fciaql
ロロローコロロロロロロ

7TIMf)卿　捌　古…　ツール(刀 Juプ(沙　　　　　　　　　　　　　　　　　　一計

I L,-I nr Laht,伽JW血加㈱紳唾E)1物

▼確認テスト▼

1.感覚信幸終極抑頭古間保持する記憶のことで,情矧3おおよそ1秒以内【3肖失すると執る.

o短期記境
○長期記憶

○作業記憶
○惑幣己憶
2.視覚的感覚記憶(mニック･メモリ)の零玉が雌犬で,かつ, 1秒以内に消失することを明らか
にした人物(真吾吾)

0 PavkN

OSpedTng

OPo8n匂r

O Stemberg
8.己己憶している鮒手際す′てこ一度に報告する条件.方法のこと.

o全体報告
○全休条件
〇一弄条件

0-斉報告
4.記憶しTL ､る脚官の一喜障報告する条件･方法のこと.

〇一･部類告

0-部条件

○部分相告
○部分条件
5.特定の付和だけ【胡琵向けること.

〇三割冊張と意

o焦点化
○方向つ7
0歳視
8.ブロードベント(D. E甘roadbent, 195如唱えた.注意は大正の捕報の中から次の段階で処理され

るべきものをふるい箔とす機能だとする埋請.

o通釈理論
〇三髄理論
○シャdJフル理論

○フィルター理論
7.トリーズマン(A TrE-zSTTTan. 1 969)の唱えた,注意に清沢㈹1った信幸搭IS遇い耽すのではな

く,附せて認知されにくくする機能だとする確論.

o肯l牌空論

○減有理請
〇滴少理請
○減衰理論
eカーネマン(a Kah柵m別ヽ 1978)の唱えた,注意には限界があり,その限界まで配分されるのだと

する説.

o注意限界説
○注意容玉虫

○注意上限説
○注意配分瑞
9J-マンとボブロウ(D, A. Nom帥a D. 0. Bc.brt)W. 1975)の唱えた,注意は津々の緊知的作業へ

の荒涼の配分だとする説.

o注意分配説
○注意配分説
o染渡配分説
○心的溝源説
10色と意味,教と意味といった.異なる空っの属性の処理が招合し,尻百時間が透くf:3る現象のこと

(効果以外は英語で).

o st'伽P効果

0 8amum効果

o spaeiTli効果

o hJkCc,Ibuか効果

@

図12　e-Learning画面確認: 4択式
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図13　e-Learning Systemへのリンクの例

図14　e-Learningの利用履歴

図15　e-Learnhgの利用履歴をexcelで開いた場合

ある)を掲載したりすれば､学生が携帯電話で簡単に

このサイトにアクセスすることができる｡無論､ Web

ページにホットリンクを用意してPCで利用させるこ

とも可能である｡よって､図13のように両方用意して

おけば､ PCでも携帯電話でも､学年が状況に応じて､

好きな方を選んで学習することができるので便利であ

ろう｡

4) e-Learningの利用履歴　図2の初期画面の一

番下の｢利用履歴ダウンロード｣をクリックすると､

図14の上のようにブラウザに学生の利用履歴が表示さ

れる｡このファイルを保存してexcelなどで","区切り

で開けば､図15のように､ A)学籍番号､ B)科目名､

C)単元名､ D)利用プログラムの種類(アプリかcgi

か)､ E)学習開始時間､ F)学習終了時間､ G)確認

テスト終了時間､ H)確認テスト得点､ Ⅰ～R)確認テ

ストの各問の回答の正誤､ S)総学習セッション数､

T～X)各学習セッションでの回答の正誤､が表示さ

れ､誰が利用したかだけでなく､各学生の学習過程･

状況､修得状況等についての詳細なデータを得ること

ができる｡また､利用履歴を保存し､サーバの利用履

歴が不要になった場合は､ ｢利用履歴ダウンロード｣

の右の｢履歴削除｣をクリックすれば､サーバに保存

された利用履歴を削除することができる｡

3　携帯電話での実行画面

携帯電話でのe-Learning実験画面を図16に示す｡

最初の画面(a)で学籍番号を入力し､科目を選択した後

(b)､何章を行うかを選択する(C)｡すると､ 10問の問題
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がLow-First方式で呈示されていく｡回答方式は記述

式(d)か4択式(e)で､回答を記述/選択し､確認ボタン

をクリックすると､間違いの場合は｢×間違いです｡｣

の表示と正答が書かれたフィードバック画面が(∫)､正

解の場合は｢○正解です｡｣と書かれたフィードバッ

ク画面が呈示される(g).原理2に準じて正答率が基準

値を上回り､学習項目から除外される毎にスケール

(｢■｣)が1つずつ増え､ ｢あと5問｣のように､残り

の学習項目数が表示される｡ 10問すべての正答率が基

準値を上回り､学習項目がなくなると､学習完了画面

が表示され､ ｢確認テストにチャレンジ!｣と表示さ

れる(g)｡これをクリックすると､記述式で学習した場

合は記述式の(h)､ 4択式で学習した場合は4択式の(i)､

確認テストが呈示される｡すべてに回答した後､確認

ボタンをクリックすると､問題と正誤､そして､誤答

の場合は正答が書かれた｢確認テスト結果｣画面が表

示される(j)､ (汰)0

(h)記述式

鮒厳し一一一一･一一一一･一一一一機▲■

▼科目を選択してください

廟断割掛一一一　由一■

▼認知心理学の富男冠を選択
してください

1章　感党と注意

療戯言JJ5>　　叫一過｣一一
▼問是喜▼

10.色と意味,数と意味
といった,異なる2つの属
性の処理が競合し,反応時
間が遅くなる現象の｣と(
効果以赴!ま英星雲】皇_______

炒ac i帽鞄黒-… -~~ I-- ‥-‥且~~"~--~~- ~

あと5問
『『『『『□⊂】□□⊂】

r囲37ilJL斗

▼問や臥一
10,色と意味.数と意味と
異なる2つの属性
が競合し,反応時間
なる現象のこと(効
ま英語で)
ing効果

ド Stroop効果

㍗ Ba rnum効果

㍗ McCo Hough効果

出壷

あと5問
『『『『『□□□□□

(e) 4択式

意

日　4択式

図16　携帯電話のe-Learning画面
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4　結論

4.1まとめ

本研究では､種々の研究で効果が確認され学生にも

好評な携帯電話用LowIFiTSt e-Learning Systemの

教材を､ブラウザ画面で簡単に入力･作成できるよう

なAuthoring Systemを開発した｡

4.2　今後の課題

1評価アンケートの実施

何人かの教員にこのAu也oring Systemを試用して

もらい､感想や意見を調査する｡その結果の基づいて

改良を施し､より一層使いやすいシステムへと発展さ

せる｡

2　個人の学習履歴の保存･参照

学習者自身が学習履歴を参照できるようにする｡

これを実現するためには､個々の学習者のユ-ザ･

ディレクトリが必要となる｡そこで､毎年､新入生の

ユーザ･ディレクトリを用意し､TD,パスワードを配

布する｡そして､初期画面で｢学習履歴の確認｣ボタ

ンをクリックし､パスワードを入力すると(IDが初

期画面で入力したものと異なる場合は､再入力を求め

る)､それまでに実施した学習日､科目･単元名･確

認テスト得点の一覧が参頗できるようにするとともに､

確認テスト得点に応じた再学習のアドバイスを表示す

るo　これはユーザ登録した者のみ可能とし､そのこと

をここに明記する｡

加えて､ユーザー登録した者の学習履歴であっても､

学習後の確認テストの結果確認画面で｢学習履歴の保

存｣ボタンをクリックし､パスワードを入力した場合

(IDが初期画面で入力したものと異なる場合は､再入

力を求める)のみ保存されるようにする｡こうすれば､

ユーザ登録していない人の利用を妨げず､従来通り､

誰にでもこのe-Learning Systemを利用してもらう

ことがで善る｡
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